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令和８年度 岩手県立水沢商業高等学校 第１回学校運営協議会 議事録 

 

記録者  亀山 香織 

 

  

授業参観（５校時 13:50～14:20） 

 

１ 開会のことば（副校長） 

 

２ 校長挨拶 

 本日はご多用の中ご出席いただき、感謝申し上げる。 

本来は一人一人に辞令書をお渡しするべきところであるが、本日出席いただいている委員の皆

さまは昨年度からお願いしている方々であり割愛させていただく。今年度から新規に委員をお願

いしたのは千葉様で、本日は用務のため欠席。本会は設置して４年目の組織。委員の皆さまのお

かげで充実した教育活動を推進させていただいている。本日も委員の皆さまからのご意見ご助言

をいただく場としていきたい。 

 

 

場所 実践室

学校運営協議会委員

本校同窓会長 及川　和男　様

本校ＰＴＡ会長 安倍　弘行　様

明浄会会長 大友　真弓　様

水沢中学校長 高橋　広明　様

本校校長 多田　拓章

本校副校長 佐藤　　守

本校事務長 菅原　　誠

本校総務主任 竿代　桂子 以上　８名

本校図書部主任 佐野　　綾

本校教務主任 日下　　強

本校商業科主任 川口　　進

本校生徒会担当 久保田　達也

本校生徒会担当 鈴木　桃衣

生徒会長 菅原　一真

生徒会副会長 那須川　夢愛

生徒会副会長 小姓堂　星那

生徒会 瀬野　太夢

本校総務部（記録） 亀山　香織

本校総務部（記録） 三浦　弘美

令和８年　５月１２日（火）　１４：３０～１５：２０

出
席
者

備考
委員の
欠席者 ４名
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３ 自己紹介 

及川委員：同窓会を代表して参加している 

安倍委員：金曜日に行われるＰＴＡ総会をもってＰＴＡ会長を退く 

大友委員：明浄会は水商生の応援団として活動している 

高橋(広)委員：卒業生が多く水商に入学している 

以降、本校職員の委員及び会議出席職員・生徒会生徒の自己紹介 

 

４ 協議 

（１）会長の互選について 

事務局より、案として同窓会長の及川和男様を提案→承認 
 

※以降の進行：及川和男 会長 

＜会長あいさつ＞ 

岩手県が経済的豊かさ（収入から諸々を差し引いた後手元に残る額）ランキングで１位との

記事が新聞に掲載。生徒の首都圏への就職希望も多いと思うが、地元就職を勧めていただきた

い。 

職務代理者として副会長にはＰＴＡ会長の安倍弘行様を指名 
 

（２）令和８年度学校経営計画について（校長） 

・資料 p.8 には「特色化・魅力化ビジョン（案）」も掲載しているが、学校経営計画（案）と内

容は重複しているので学校経営計画を説明することで資料 p.8 の説明に代えさせていただく。 

・「１ 校訓・教育目標」は恒久的なものと言えるため前年度からの変更はなし。 

・「２ スクールポリシー」も昨年と同様の内容。「(3)アドミッション・ポリシー」は中学生

が進学する高校を選ぶ際に参考としてもらっているもの。 

・「３ 魅力化パートナー」について、今年度は岩手県立大学を削除したが、大学としては各

高校と 1件ずつ連携することは今年度はしない方針とのこと。しかし、協力関係はこれまで通

り引き続き継続いただけることとなっている。新たに追加となった奥州エフエム放送株式会

社は、今年度より本校で導入したデュアルシステム（長期インターンシップ）で３年生２名

がお世話になっている企業。４月から３か月間、木曜の午後に企業へ赴いている。 

・「４ 目指す学校像」の「達成指標」について、【】内の数値は今年度の達成指標、【】の

隣にある数値は前年度の実績となっている。前年度は「自分の住む地域や社会をよくするた

めに何をすべきか考えている生徒の割合」が達成できなかった。「ござえんちゃハウス」や

「課題研究」は地域とともに取り組んでいる内容であるが、自分たちの活動が具体的に地域

をよくしているという実感が生徒になかったように感じられる。授業において「何のために

どんな学習をしているか」を生徒に伝えたり、100 周年に向けたオリジナル商品開発にかかる

活動を通して地域と協力して取り組むことで、地域とともにある商業高校を目指したいと考

えている。 

・「５ 業務量管理・健康確保措置」は、今年度新たに設けた項目である。教員の働き方改革

推進のために本校で取り組んでいこうとしている内容である。 
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＜質疑・意見等＞ 

特になし→承認、「（案）」を削除 
 

（３）令和７年度活動報告及び令和８年度活動計画について 

・制服検討委員会経過について（生徒会） 

制服変更に向けて現時点までの経過について説明。水商祭でのアンケートや中学生へのアン

ケート等を踏まえ、年度末の段階で依頼企業・制服のデザイン導入を決定。今年度に入り、

ブレザーのボタンのデザインやニットベストに刺繍を入れることなどを生徒会として決定し、

提案する予定。また、ブラウス・シャツは指定のものではなく、白無地のものを各自で準備

することとしたい。 

＜質疑・意見等＞ 

高橋(広)委員： ４社の中から岩手繊維を選んだ理由を知りたい。 

生  徒  会： 各社の実績やプレゼンでの説明内容から岩手繊維が信頼できると感じた。 

校    長： 事前に制服変更にかかる勉強会を行い、判断材料となるものを事前に決め

たうえで各社のプレゼン（説明会）に臨んでいる。 

高橋(広)委員： 価格はどのくらいになる予定か。 

校    長： 当初は 48,000 円を予定していたが、ボタンデザインやベスト等の追加があ

った関係で、最終的な金額は未定である。来月に確定する予定である。 
 

・水沢商業高校図書委員会と関係機関の連携内容について（図書部主任） 

奥州市協働まちづくり部との連携･･･おすすめ本のＰＯＰカード募集に３作品応募、１名の作

品が表彰を受けた。本のリユースを引き続き実施。本の

クリーニングはのべ 130 名超の生徒の協力があった。奥

州エフエムの番組に出演し、リユース活動にかかるＰＲ

活動も行った。 

水沢中学校との連携･･･ＰＯＰの交流活動に加え、本のリユース活動に協力いただいた。 

水沢図書館との連携･･･ＹＡコーナーへのＰＯＰ作成・展示、団体貸出制度を活用した授業の

実施および成果物の図書館への展示を行った。 

岩手県立図書館･･･Ｉ-ルームの紹介、ＰＯＰ作成・展示、団体貸出制度の利用及び成果物の掲

示、ビブリオバトル県大会出場 

この他、昨年度は表彰を受けたり外部の図書館見学を行った。外部で学んだことを活かした

委員会活動になっている。 

令和８年度は「小さな親切」の推薦をいただき、現在審査待ちである。 

＜質疑・意見等＞ 

特になし 
    

（４）その他 

特になし 

 

５ 意見交換 

安  倍  委  員： ３年間見てきたが、経営計画の目指す学校像にある「あいさつの割合」につ

いて、ＰＴＡで行っている一声運動が生徒たちがあいさつをする意識づけに



4 

 

なっているのであれば嬉しい。図書委員会も今までどおりがんばっていただ

き、水商ならではの活動をお願いしたい。 

及  川  会  長： 水商生の明るいあいさつが気持ちいい。水商を卒業し 

就職している方々もいいあいさつをする。 

大  友  委  員： 毎年素晴らしい話を聞かせていただいている。自分たちがやっていることを

もっとＰＲしてほしい。自分も本校卒業生としてホームページを気にしなが

ら見ていきたい。 

高校の授業料はどのようになっているのか。無償化の話が出ているが。 

事  務  長 ： 昨年度までは「支援金」という制度。収入に応じた支援額で、高収入になる

と該当にならない人もいた。今年度は収入に関わらず全ての家庭が対象だ

が、国が錯綜しており、無償化に関する通知がまだ届いていない。 

大  友  委  員： 入学式の時にいただいた資料（ＰＴＡ説明会資料）に授業料に関する記載が

あったが。 

事  務  長 ： 授業料について資料に掲載しているのは、授業料制度自体は廃止されていな

いためである。 

高橋(広)委員： 通勤で水商付近を通るが、生徒の通学マナーがいいと思っている。販売実習

にも足を運んでいる。 

自転車について、警察に止められている若者を見かけるので水商生も気をつ

けていただきたい。 

経営計画の目指す学校像の進路の部分については、先生方が一生懸命やって

いると思うので達成値はもう少し高くてもいいと思う。 

及  川  会  長： 自分たちの良さに気付かない人が多く、また水商の良さに気付かない人も多

い。自分たちの良さをアピールする場を持ってほしい。地域を盛り上げてく

れる卒業生が地元へ残ってくれると嬉しい。自分の勤めている企業でも大学

等へ通っている人がいたり、社会人野球などで活躍している人もいる。イン

ターンシップの就業希望先があれば紹介できればと思っているので相談して

ほしい。 

 

６ その他（諸連絡について） 

・第２回学校運営協議会・・・１月末～２月初めに開催の予定（後日案内） 

  

７ 閉会のことば（副校長） 


